
上田市立図書館創造館分室オーブン

上園地域図書館情報ネットワーク拡大
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企長野大学阿属図書館も 企上田創造館3階に開所した

よ田地域図書館情報ネットワークに事加 市立図書館創造館分室

.デタ(2月1日現在)

人 口 122，527人(-36) 
男 凹 (44人(←21)
女 62，383人(-15) 

世帯 43.958 (-2) 
外国人登録者数 2.783人(+41)

男1.512人(-6) 
女1.271人(+47) 



市立図書館創造館分室

図書館がいっそう便利にff
広がる/図書館情報ネットワークの輪

上
田
地
域
広
域
連

C 

上田市立図書館
(~880) 

火~金曜日 午前日時~午桂6時30分
土 ・日哨日 午前9時~午桂5時

月日曜日、祝日 (月眼目白場合は火附日も

仲館〉、毎月末日(日曜日目場合は開館し、

月・火附目が休館)、年末年始、特別艶理期間

上田市立
(回路1758)

マ開館時間…月~金嶋田 午前9時~午撞6時30分
土・日明日、祝日 午前9時~午桂5時

マ休館日 毎月末目、年末年始、特別整理期IIU

丸子町立

金子
図書館
咽ゆ2414)

長野大学附属図書館
{血ゆ印刷

0・月~金曜日 午前日時~午後6時

(亙 ・冬 ・春季休業中は5時まで)

土曜日午前9時~午後1時

(耳 ・冬 ・春季休業中は正午まで〕

マ体館目。 日略目、祝日、年末年始、大学行事、

館内聾理期間

マモの他 長野大学附属図書館由蔵曾は閲覧できま

すが、借りることはできません。利用者端末

で、公共図轡館の蔵省の検需・予約・貸し出

返却ができます。ただし、利用するには長野

大学附属図書館の利用者カードが必要です

(登録手数料300阿〕。

上
回
創
造
館
に

2
月
日
目
、
『
上
田
市
立
図
書
館
創
造
館
分
童
』
が
オ
ー
プ

ン
.
児
童
書
を
中
心
と
し
た

1
方

2
千
冊
の
蔵
書
と
、

C
D
R
O
M
-
V
H

S
ピ
デ
オ
な
ど
の
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
、
学
習
童
が
股
け
ら
れ
ま
し
た
.

ま
た
、
よ
田
市
と
丸
子
町
、
軍
部
町
、
坂
繊
町
、
真
田
町
、
青
木
村
町

6
市

町
村
に
あ
る
公
共
図
書
館
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぷ

司
よ
団
地
埠
図
書
館
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

(量
称
。
。
エ
コ
ー
ル
)』

が
鉱
大
さ
れ
、

2
月
ロ
目
か
ら
は
、
市

立
図
書
館
創
造
館
分
童
、
畏
野
大
学
附
皿
図
書
館
、
塩
田
公
民
館
、
川
西
公
民

館
で
も
、

エ
コ
ー
ル
向
公
共
図
書
館
町
図
書

(的
関
万
冊
)
の
検
索
、
予
約
、

貸
し
出
し
、
返
却
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

-
問
い
合
わ
せ
上
田
市
立
図
書
館

倫

窃

0
8
8
0
)

合
事
務
局

嗣
岨
匂
2
1
3
0)

.~利用者力一ド
館

醐

町
書

胸

部
図

団

東

立
館

削

町
室
田

岡

城
図

個

坂

J偽

企上園地域公共図書館情報ネットワーク

(聖称 エコール)由利用者カード。

よ田市立図書館が以前発行していた「図書輩出

カードJ(上田城町デザイン〕でも使用できます。

、『

真田町

図書館
(002200) 

[2] 

塩田公民館
川西公民館 側5004)

マ利用できる時間 月~金曜日

午前9時~午後5時
マ利用できない日・土 ・日曜日、祝日、年末年拍

11. 3. 1 

こ

y
み

一

合

の

輔

ぴ

r
組

ワ

き

ス

の

ま

a
を

卜

曹

ピ

興

。

や

f

し

ツ

に

一

編

す

b
字

ネ

互

サ

化

ま

』

1

文

。
相
聞
文
い

ル

L
頭

語

、

・

の

て

一

、
の
成
が
包
埠
れ

コ
と

1

ム
ロ
睡

、
地

ら

エ
一
区
た
書
ら

、
め

『
コ
H
U

せ

図

が

と

込

称
エ

Mn
わ

の

な

よ

が

量
の
畑
山
合
ク
い
向
い

'

AA引

B
a
=
a
v
 

dヨ
茸
'
司

P

ル

J

苦
認

L

」

l
ド
1

2

0

コ

1
2
-
z
t

ヱ

一-
-
-
l
y

z一
%

館

山

村
書

冊

木

図

(

青



、
』
』
公
共
図
書
館
の
本
を
借
り

-L川
」司
る
に
は
?

、
』
且

公
共
図
書
館
で
交
付
す
る
、

日
凶
羽
用
者
カ
l
ド
が
必
要
で
す
。

エコ ル内公共図書館50万冊

の麗奮が検索できる「利用者

繍末ム

[畳野大学問圃図書館]

、
』
温
利
用
者
カ
ー
ド
由
主
付
を

-nMM冒
聖
け
る
に
は
?

、
』

a
公
共
図
書
館
に
世
い
て
あ

可
州
司
る

『申
込
書
』
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
、
部
険

証
、
身
分
証
明
書
な
ど
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
が
世
間
習
で
き
る
斡
類
と
い
っ

し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

創
造
船
分
室
で
も
利
用
者
カ
ー
ド

の
交
付
を
畳
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(
再
発
行
の
場
合
は
、
公
共
図
書
館

マ開館時間火~金曜E 午前9時叩分

~午後6時
午前9時30分
~午後5時

マ休館日 月曜日、祝日 (月哨日の場合
は火焔日も休館)、年末年始、特別
畳屋期間

午前9時

~午後6時
マ休館日 月曜日、第二日略目、祝日

(月曜日の場合は火略目も休館)、
毎月末日 (月略目の場合は前の

日略目も休館〉、年末年始、特別
盤農期間

土 ・日目値目

マ開館時間火~日明日

へ
お
願
い
し
ま
す
)
。

塩
田

・
川
西
公
民
館
、
長
野
大
学

附
属
図
書
館
で
は
、
利
用
者
カ
1
ド

を
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
お
手
数
で

す
が
、
公
共
図
魯
館
白
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

』
』
温

借
り
ら
れ
る
本
の
冊
数、

日
陶
百
借
り
ら
れ
る
期
聞
は
?

』
』
岨
4

1
枚
目
利
用
者
カ
ー
ド
で

日

凶

百

冊
(
一っ
ち
雑
誌
5
冊
)
ま
で
、

引
日
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

』
』
調
と
こ
の
図
書
館
で
も
借
り

函
恥
向
」
・
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
?

h
a週

l
佐
白
利
用
者
カ
ド
で
、

而
問
、
エ
コ
ー
ル
(
上
団
地
域
図
書

館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ク
〕
内
の
公
共

図
書
館
〔
創
造
館
分
室
も
含
む
)
、
嵐

旧
公
民
館
、
川
西
公
民
館
と
長
野
大

学
附
属
図
脅
館
の
ど
こ
で
も
、
公
th

図
啓
館
の
本
の
予
約
、
貸
し
出
し
、

返
却
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
長
野
大
学
附
属
国
替
館
由

利
用
に
は
、
長
野
大
学
附
属
図
書
館

午前10時
~午後6時

マ休鎗日 月曜日、祝日 (月雄日の場合
は火昭自ら休館〕、毎月末B(月曜
日の場合は前のB略目も休館)、

年末年始、特別型監理矧附

マ開館時間火~日略目

の

「利
用
者
カ
ー
ド
」
が
必
要
で
す

(畳
録
手
数
料
3
0
0円
)。

正
面
玄

関
に
備
え
付
け
由
「
返
却
ポ
ス
ト
」

を
利
用
す
る
場
合
は
、
登
録
が
な
く

て
も
図
書
の
返
却
が
で
き
ま
す
。

長
野
大
学
附
属
図
暫
館
が
利
用
で

き
る
由
は
、
高
校
生
を
除
く
凶
歳
以

上
の
社
会
人
で
す
。

、
』
週
ど
こ
で
も
返
す
こ
と
が
で

-b川
司
き
ま
す
か
フ

』
』
週

ほ
か
白
図
轡
館
で
惜
り
た

日
間
、
本
で
も
、
エ
コ
ー
ル
内
の
公

共
図
魯
館
、
属
国

・
川
西
公
民
館
、

長
野
大
学
附
属
図
書
館
で
返
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
返
す
と
き
は
、

利
用
者
カ
ー
ド
は
い
り
ま
せ
ん
。

』
』
温
借
り
た
い
本
が
な
い
と
き

而
哩
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
守

、
』
温

借
り
た
い
本
が
あ
る
か
ど

Z
A
Eう
か
は
、
各
館
に
設
位
し
て

あ
る

『利
用
者
端
末
」
で
調
べ
る
か
、

職
且
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

利
用
者
端
末
で
は
、
公
共
図
書
館

午前9時

~午後5時
マ休館日 月曜日、祝日、毎月末日、

年末年始、特別型車理期間

マ開館時間火~日曜日 午前9時

~午後5時
マ休館日 月略目、祝日、毎月末日、

年末年始、特別盤理期間

マ開館拷問火~日曜日
の
所
蔵
附
報
を
「
啓
名
」「
著
者
名
」

「キ
ー
ワ
ー
ド
」
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
操
作
が
わ
か
ら
な
い
と

き
は
、
職
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

・
借
り
た
い
本
が

「貸
し
出
し
中
」

「所
置
し
て
い
な
い
』
と
き
は

①
窓
口
に
あ
る
『予
約
(
リ
ク
エ
ス
ト
)

申
込
書
』
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
磯
貝
に
お
挫
し
く
だ
さ
い
。

②
エ
コ
ー
ル
内
の
他
の
公
共
図
啓
館

に
本
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
館
か

ら
回
送
し
て
貸
し
出
し
ま
す
。

③
エ
コ

ー
ル
内
田
図
暫
館
に
所
蔵
し

て
い
な
い
場
合
は
、
「
選
塾
生
議
」

等
で
購
入
で
き
る
か
を
検
討
し
ま

す
。

④
絶
版
等
で
購
入
で
き
な
い
場
合
は
、

県
立
図
書
館
な
ど
へ
照
会
し
、
リ

ク
エ
ス
ト
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

に
対
応
し
ま
す
。

予
約

(リ
ク
エ
ス
ト
)
し
た
本
を

受
け
と
る
図
書
館
を
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
の
本
が
準
備
で

き
ま
し
た
ら
、
受
け
取
り
希
望
飴
か

ら
辿
絡
し
ま
す
。

[3] 11.3.7 



臨調|と「市の水道料金』
『下水道使用料金』など

市営水道料金および下水道使用料金、畠量量落

排水施設使用料金の改定が、12月定剖市強会にお

いて決まりま Lた。

二れにより、今年4月の使用分 (5月31日納期

分)から新料金にな ります.改定の内容について

お知らせLますので、ご理解とご協力をお願いL

ます.

新しい料金に
変わります.ノ

『市の水道料金』の改定
問い合わせ計画管理課 (困 18 5 2) 

C 

料金 (2か月)
量水器

水量料金
の口径 基本料金

水量 料金(1，，/につき)

13園町 1.320門 1"/以上 20，，/以下 40門
20困 2.960同 21 ，，/以上 60 ，，/以下 130門

25醐 4.5相同 61 ，，/以よ 100，，/以下 148内

30闘 8.140伺 101 m'以上 158門

40.圃 13.660円

50岡田 21.660内
15剛 50.280門

1 ，，/以よ
83.480内

158同
100.. 

125聞 125.400門

150・a 181.160同

生活保聾量 (昭和25年法樟揮144号)の規定により現に保置を受"

ている者である使用者また国母子および事帰福祉法 (昭和39年法樟餌

129骨)事5輩餌1項に思定する配偶者のない女子で現に児貨を按聾し

ているものである使用者 〈曹理者が別に定める者に限る)の使用lζ保

る量木器のロ置が13.:.り，ートルである場合におげる基本軒食は‘2
分の1とする

{賓1).新水道料金聾

水
道
料
金
の

改
定
に
つ
い
て

水
道
事
業
は
、

「
地
方
公
営
企
業

法
」
と
い
う
法
律
に
よ
勺
て
、
す
べ

て
の
事
業
活
動
に
必
援
な
経
質
は
、

料
金
収
入
で
附
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
ロ

現
行
の
料
金
は
、
平
底

8
年

4
月

に
、
平
成
叩
年
度
ま
で
の

3
年
聞
の

収
支
が
賄
え
る
内
事
で
位
内
応
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
改
定
は
、
こ
四
期
間

が
3
月
で
斡
わ
る
た
め
、
今
桂

4
年

間
の
収
支
が
賄
え
る
よ
う
に
算
定
し

な
お
し
た
も
の
で
す
。
新
し
い
料
金

去
は
、
表
l
の
と
お
り
で
す
。

改
定
の
理
由

今
桂

4
年
間
の
収
支
見
通
し
で
は
、

現
行
料
金
の
ま
ま
結
え
世
い
た
場
企
口
、

約
6
憧
円
の
車
字
が
且
込
ま
れ
、
健

全
な
運
営
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
に
は
、
老
朽
化
し
た
水

道
官
の
整
備
な
ど
を
絶
え
ず
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
共
下

水
道
の
普
及
に
伴
う
水
道
官
の
市
般

普
え
工
事
も
年
々
瑚
大
し
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
で
き
る
限
り
低
い

料
金
で
給
水
サ
ピ
ス
を
行
う
た
め

に
、
経
費
節
減
目
鰐
力
を
し
て
い
ま

[41 

出料金俗、 IJ出した額に消費視 (5%)がかかります.

口径:13mmの 使用水盆区分 簡易針算式

2か月水道料金簡易計算式 1-20"/ 〈使用水量x40内+1.320円〉
{表 2)

21-60 ，，/ (使用水ax130門 480同}
[計算例]

使用水量が2か 月 で50rrIの場合 61-100"/ (使用水量x148円一1.560円)

(50rrlx130円 480円) 101 ，，/- [使用水量x158門-2.560円)

x 105/100=6.321円
÷料金団、算出した額に消費税 (596)がかかります。

11.3. 1 

す
が
、
安
定
し
た
経
討
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
定
期
的
な
料
金
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

水
道
料
金
は
、
表

3
白
よ
う
な
経
費

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。



平
均
改
定
率
は

9
・
4
%

料
金
白
改
定
率
は
、
平
均
で

9
・

4
%で
す
。
一

般
家
庭
で
使
用
し
て

い
る
口
径
日
圃
量
水
器
で
は
、
表
4

白
と
お
り
、

2
か
月
で
平
均
お

d
使

刑
さ
れ
て
い
ま
す
白
で
、
現
行
の

4

1
4
7円
が
改
定
珪
は

4
4
1
0円

に
な
り
、

2
か
月
で

2
6
3円
〔
B
・

3
%)
白
地
加
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
料
金
は

4
月
使
用
分
か
ら

料
金
白
算
定
期
間
は
、
平
成
日
年

4
月

1
日
か
ら
悶
何
年

3
月
別
日
ま

で
で
す
白
で
、
新
し
い
料
金
は
、

4

月
使
川
分
か
ら

4
年
間
適
川
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
お
手
も
と
に
届
く
納
入

通
知
で
は
、
納
入
期
限
が

5
月
末

固
ま
た
は

6
月
末
日
の
も
の
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
掛
か

れ
て
い
る
使
用
水
量
は
、

3
月
と

4

月
に
使
用
し
た
水
量
の
合
計
で
す
自

で、

3
月
使
用
八
万
は
旧
料
金
、

4
月

使

m分
は
新
料
金
と
し
て
日
制
り
問

算
し
、
合
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
定
ま
で
の
経
過

料
金
を
改
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

昨
年

8
月
に
、
上
田
市
水
道
料
金
持

審
議
会
に
改
定
躍
を
特
例
し
、

6
聞

に
わ
た
り
内
容
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
調

査
、
審
議
し
て
い
た
だ
い
た
結
晶
、

「
健
全
な
経
世
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
改
定
は
や
む
を
え
な
い
が
、
的

今
の
厳
し
い
経
訴
状
況
を
働
集
す
る

と
、
改
定
串
は
、
算
定
期
間
中
白
収

.平成9年度支出の主な内容
(褒 3)

経常的な経費

項 自 金 額 術成比(，，)

人 件 費 3健7.714万円 18.9 

動 カ 費 3.751万円 1.9 

議 品 11 1，276万円 0.6 

材 料 鍵 3.614万円 1.8 

委 民 料 8.881万円 4.5 

.修 11 費 1.4，934万円 1.5 

工事情負費 1憶224万円 5.1 

減価償却費 3億1.167万円 18.6 

除却費除却繍 1(.1.117万円 5.6 

企業0・支弘利息 51監6.587万内 28.4 

そ の 他 1114.1日万円 1.1 

会 計 19健9.430万円 1凹

主
不
足
額
を
補
う
に
必
要
な
限
度
の

平
均

9
・4
%と
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
」
と
白
答
申
を
い
た
だ
き
ま

『
レ
ゃ
ん
。

新
し
い
水
道
料
金
は
、
こ
の
答
申

を
尊
重
し
て
、
改
定
案
を
ほ
月
定
例

市
議
会
に
提
案
し
、
議
決
さ
れ
た
も

の
で
す
。

水
道
は
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
随
設
で
す
。
こ
の
盤
備
は
、

将
来
に
向
け
て
継
続
し
て
い
か
な
け

れ
ば
は
り
ま
せ
ん
。

厳
し
い
経
済
状
況
白
中
で
白
料
金

改
定
で
す
が
、
で
き
る
限
り
低
廉
な

科
金
で
、
き
れ
い
で
お
い
し
い
水
を

い
つ
で
も
安
心
し
て
使
勺
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
し

て
ま
い
り
ま
す
由
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

よ¥ぐT13同 20聞 25醐 30.圃 40.. 

平鈎使用水量(01) 36 80 160 354 500 

改定料金(円) 4.410 12，516 27.237 67.905 97.293 

現行料金(門} 4.147 11.644 25.021 60.021 81，738 

改 定 率C%) 6.34 7.49 8.86 11.28 10.89 

よ¥¥ご径 50.. 75.. 10日開聞 125醐 150圃・ l 

平鈎使用水盆Col) 1.320 3.180 4.530 3.746 7.634 

改定料金(門) 241，731 580.356 839.181 153.131 1.457.328 

現行料金[門) 220.542 528.528 763.917 684.817 1，324，738 

iiI< 定 率C%) 9.61 9.81 9.85 9.97 10.01 

(消費税込み)国平均使用水量の2か月料金比聴 (嚢 4)

生
活
保
護
世
帯
、
母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
/

i
基
本
料
金
が
軽
減

(半
額
)

生
活
保
護
を
畳
け
て
い
る
か
た
や
、
母
子
草
庭
の
か
た
で
、
口
径
悶
酬

の
量
水
器
を
世
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
水
道
料
金
の
う
ち
基
本
料
金

が
半
額
に
軽
埠
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
皆
さ
ん
や
母
子
草
庭
の
皆
さ
ん
が
、

水
道
局
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
に
該
当

さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
福
祉
課
(
南
庁
舎

1
階
〉
で
相
訟
の
う
え
、
水
道
局

計
蘭
管
理
課
へ
お
届
け
出
く
だ
さ
い
。

11. 3.1 [5] 



『下水道使用料金』
『農業集落排水施設使用料金』の改定

問い合わせ水道局計画管理課 (困 15 3 2) 

• 

政
定
の
内
容

現
行
白
『
下
水
道
使
用
料
金
』
と

『
農
業
鼻
高
排
水
施
設
使
用
料
金
』
は

平
成
9
年
4
月
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
汚
水
の
処
理
費
用
を
は

じ
め
、
処
理
場
や
下
水
道
管
、
ポ
ン

プ
施
訟
な
ど
を
維
持
管
制
皿
す
る
た
め

白
費
用
と
、
下
水
道
や
政
策
集
落
排

水
施
恕
の
建
般
を
行
う
た
め
に
借
り

入
れ
た
惜
入
金
事
由
返
椀
経
費
を
も

と
に
、
平
成
9
年
度
か
ら
平
成
川
年

度
ま
で
の

2
年
間
の
収
支
が
賄
え
る

内
容
で
、
政
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
白
算
定
期
聞
が
今
年
3
月
に
終

了
す
る
た
め
、
軒
た
に
罫
定
期
間
を

2
年
間
定
め
て
、
そ
の
聞
に
必
要
な

維
持
管
制
唱
費
等
の
骨
恕
迎
世
世
を
使

用
料
で
断
え
る
よ
う
に
算
定
し
な
お

し
た
も
白
で
す
@

改
定
の
理
由

-
公
共
下
水
道

今
後

2
年
間
の
汚
水
町
処
理
貿

則
、
施
股
の
補
静
野
等
白
維
持
管

理
費
や
下
水
道
建
般
の
た
め
の
借

入
金
の
返
済
額
は
、
約
問
億
円
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
の
使
川

料
収
入
は
約
幻
憧
円
四
品
時
み
で
、

2
年
間
に
約
6
億
円
の
収
入
不
足

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
収
入
の
仲
ぴ
に
比
べ

て
、
支
出
の
伸
び
が
大
き
い
た
め

で
、
主
な
要
因
は
放
の
と
お
り
で

す
。

①
建
設
財
源
と
し
て
の
借
り
入
れ

の
返
済
額
が
、
毎
年
叩
%
程
度
白

地
加
が
見
込
ま
れ
る
。

②
而
附
和
円
引
年
申
供
用
開
始
以
来
、

初
年
が
経
過
し
た
処
理
場
施
設
白

老
桁
化
や
腐
食
な
ど
に
よ
り
、
補

修
費
や
設
備
改
良
費
が
榊
加
し
て

、
る
。

③
下
水
道
管
や
ポ
ン
プ
雄
訟
の
増

加
に
よ
る
、
維
持
管
理
問
が
伸
び

て
い
る
.

-
島
章
聾
落
排
水
施
陸

今
桂

2
年
聞
の
汚
水
の
処
租
費

用
、
施
設
白
維
持
管
理
費
お
よ
び

建
設
の
た
め
白
惜
入
金
田
遅
前
額

は
約
5
億
3
千
万
円
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
.

こ
れ
に
対
し
て
、
現
行
の
使
用

料
収
入
は
約
1
憧
7
千
万
円
白
見

込
み
で
、

2
年
間
に
約
3
億
6
千

万
円
の
収
入
不
足
と
な
る
且
込
み

で
す
。

こ
れ
も
収
入
の
仲
び
に
比
べ
て

支
出
の
伸
び
が
大
き
い
た
め
で
主

な
聾
囚
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
処
設
財
甑
と
し
て
の
借
り
入
れ

の
起
訴
額
が
、
毎
年
同
%
程
度
自

榊
加
が
且
込
ま
れ
る
。

②
平
成
叩
年
度
本
に
は
、

uか
所

の
処
理
M

怖
が
稼
幽
す
る
こ
と
に
な

り
、
維
持
管
理
費
や
汚
泥
処
分
貨

白
大
幅
な
噌
加
が
見
込
ま
れ
る
。

③
供
用
開
始
桂
川
年
以
上
を
経
過

す
る
施
設
も
出
て
〈
る
中
で
、
老

桁
化
や
腐
食
等
に
よ
る
補
陣
費
、

設
備
改
良
費
由
増
加
が
見
込
ま
れ

，。。こ
れ
ら
白
収
入
不

E
を
税
金
等
に

依
存
す
る
こ
と
は
、
下
水
道
や
股
主

聾
前
排
水
施
設
の
未
盤
備
地
区
住
民

自
皆
さ
ん
と
自
負
担
の
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
畳
益
者
負
担
白
原
則
に

基
づ
く
、
叫
ん
則
的
な
使
用
料
金
目
見

ほ
し
が
必
躍
に
な
り
ま
す
.
前
回
目

改
定
か
ら

2
年
が
経
過
し
た
た
め
、

下
水
道
お
よ
び
良
書
集
部
排
水
施
訟

使
川
料
金
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
即

4
月
1
日
か
ら
別
主
白
と
お
り
、
改

か2
 

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

式

使
用
料
金
の
改
定
率

附

使
用
料
金
田
平
均
改
定
串
は
、
公
糊

共
下
水
道
で
日

・
7
%
、
農
業
聾
高
金

排
水
施
殺
で
初

・
6
%
で
す
。

一
般
胴

家
庭
白
傑
酷
的
使

m水
量
で
あ
る
判
檀

d
自

白

書

2
か
月
で
、
下
車

-
醐

農
業
聾
高
排
水
施
設
と
も
新
料
金
で
水

は
6
4
5
1
円

{税
込
み
〉
と
な
り
、
耕

旧
料
金
5
6
5
3
門
に
比
べ
て
7
9
聾

8
円
の
期
制
に
な
り
ま
す
。

鵬

新
し
い
料
金
の
適
用

却お

新
し
い
料
金
は
4
月
使
用
分
か
ら
遭

適
附
さ
れ
ま
す
。

刊

お
手
も
と
に
届
く
納
入
通
知
書
で

.

使用料金褒(2か月) 使用斜金IIIIl!t十徳式
水量 料金 {消費観，.含ま'"い】

11本例会 1 6..1以下 2.280Pl 2.280門

17..1以上
1 6 1円 (1 6 1円×使用水量量-296同)

組過利金

60..1以下

61..1以以下上 180円 (1 80内X使用水盆-1.436円)
100..1 

1 0 1 ..1以以下上 198内 (1 98門X使用水盆-3.236門)

円4
200..1 

201..1以以下上 208同 (208阿X使用水量一5.236円)tこ 600..1 
っさ 601..1以以下上 228門 (228門X使用水量一 17.236門}

1000..1 

1001..1以上 238伺 (238伺×使用水量 27.236円)

公療治渇周 1 ..1につき 1 3伺 (1 3丹x使用水量]

[6) 11.3.1 

よ犯科金IIでlJ定した割に消費観(5")がかかります.

[針箆例] 使用水量が2か月で.0..1の場舎の使用料〈円未演は切り鎗て) (161阿x40nl-2町内)xl05/100・6.451門

(i.剖よ水道が市営水道の編合，..よ水温料金といっしょに納めていただきます.



は
、
納
入
則
臨
が

5
月
末
日
の
も
白

か
ら
適

mに
な
り
ま
す
。
こ
の
通
知

の
使
用
料
金
は
、

4
月

1
日
以
降
の

使
用
分
に
つ
い
て
は
新
料
金
で
、
そ

れ
以
前
の
使
用
分
は
旧
料
金
で
日
割

り
計
算
し
、
合
算
さ
れ
た
金
罰
則
と
な
勺

て
い
ま
す
。

改
定
ま
で
の
経
過

昨
年

8
月
、
学
識
経
験
者
を
は
じ

め
と
す
る
各
界
の
代
表
者
で
構
成
さ

れ
る

「上
田
市
水
道
料
金
等
審
犠
会
」

に
、
平
均
改
定
車
で
下
水
道
使

m料

金
日
・

1
%、
段
葉
県
高
排
水
地
設

世
用
料
金
辺
・

7
%
の
改
定
症
を
諮

問
し
ま
し
た
。

審
崎
明
会
で
は
、
日
回
に
わ
た
り
慎

重
に
審
議
を
し
て
い
た
だ
い
た
結
晶
、

下
水
道
に
つ
い
て
は
、

「
下
水
道
事
業
申
経
営
状
況
や
今

後
四
事
業
計
画
、
さ
ら
に
は
、
畳
益

者
負
担
の
原
則
に
基
づ
く
、
下
水
道

禾
盤
備
地
区
住
民
と
申
負
担
の
公
平

性
専
を
勘
架
す
る
と
、
改
定
は
や
む

を
得
な
い
が
、
現
在
の
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
は
可
能
な
限
り
改
定
率

を
抑
え
、
平
均
改
定
率
を
日
・

7
%

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
の

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
段
揖
集
落
排
水
施
設
に
つ

い
て
は
、

「
独
立
採
算
制
に
基
づ
く
受
益
者

負
姐
の
原
則
自
恩
意
に
沿
勺
た
、
健

全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
維
持
管
理
質
の
全
額
夢
、

使

m料
で
附
つ
こ
と
が
当
面
目
目
僚

と
考
え
る
が
、

一
度
に
高
額
な
改
定

に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
車
す
る
必
要

も
あ
る
。
ま
た
、
市
民
に
と
っ
て
は
、

公
共
下
水
道
も
腿
車
聾
務
排
水
施
設

も
下
水
道
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を

考
慮
し
、
前
回
の
下
水
道
等
位
別
料

金
審
議
会
の
答
申
に
沿
い
、
今
回
下

水
道
使
用
料
金
と
同
一
料
金
に
し
、

平
均
改
定
車
を
剖

・
6
%と
す
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
」
と
の
答
申
を
い

.下水道および量輩量落排水施股
現行改定使用料金比般表(2か月 消費税含む)

区 分 10~ 20~ 30~ 40~ 50.1 60~ 

下
現 行 2.100円 2.回2円 4.172円 5.653円 7.133同 8.614円

水
改 定 2. 394円 3. 070門 4.7回円 6.451内 8. 141円 9.832円

道

改定車 14.0% 14.0% 14.1% 14. 196 14. 1 96 14.1% 

た
だ
き
ま
し
た
@

新
し
い
下
水
道
使
用
料
金
は
こ
の

答
申
を
車
重
し
て
、
改
定
率
を
ロ
月

定
例
市
議
会
に
提
案
し
、
議
決
さ
れ

た
も
の
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
効
串
的

な
事
業
運
世
に
徹
し
て
、
来
鞍
附
地

区
の
下
水
道
等
の
悠
訟
を
促
進
し
、

普
及
率
白
向
上
と
生
活
環
境
担
備
白

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

使
用
者
皆
さ
ん
白
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

巨 分 10~ 20~ 30..1 40..1 50.1 聞..1

現 行 ¥.995円 2.553円 3.950円 5.346円 6.743円 8. 139内

改 定 2.394円 3町O円 4.7曲円 6.451円 8.141門 9.832円

改定'" 20.096 20.396 20.596 20.796 20.796 20.896 

(円)消費税宮む)(2か月-世用料金早見表

2.901 2.732 2.563 2.394 2.394 2.394 2.394 2.394 2，394 

4.591 4.422 4.253 4.084 3.915 3.746 3.577 3.408 3.239 

6.282 6.113 5.944 5.775 5.605 5.436 5.267 5.098 4，929 4.760 

7.972 7.803 7.634 7.465 7，296 7.127 日開6.789 6.620 6.451 

9.663 9.494 9.325 9.156 8.986 8.817 8.648 8.479 8.310 8.141 

11.533 11.344 11.155 10.966 10，777 10.588 10.399 10.210 10.021 

13.423 

15.313 

13.234 

15.124 

13.045 

14.935 

2.8日

14.746 

12.661 

14.557 

12.478 

14.368 

12.289 

14.119 

12.100 

13.990 

11.911 

13.801 

17.203 

-下水道
コード胤330 使用利金と休止 再開の手続き

No.331 下水道エ率の砲し込み

胤 332 下水遭が館まったら

17.014 16.825 16.636 16.447 

-水道
コードNo.320 水道エ$の喝し込み

No.321 使用開鎗・休止の続き

No.322 敏陣修理の手続き

No.324 絹舎の支払い方法

16.258 16.069 

11.3.1 [7] 



長
い
歴
史
を
有
す
る

美

し

い

寺

院• 

塩
圏
平
に
は
毎
年
多
く
の
眼
光
客
が
釘
れ
ま

す
が
、
西
前
山
の
塩
軒
神
社
に
は

い
つ
も
ほ
と

T
4
 

ん
ど
人
艇
が
な
く
、
訟
の
潔
い
ぬ
は
い

つ
も
停

か
で
す
。
市
民
の
中
に
は
む
し
ろ
そ
れ
を
畠
ド

人
た
ち
も
い
て
、
絡
岡
高
い
境
内
の
牢
囲
気
を

守
る
た
め
、
こ
こ
に
は
観
光
パ
ス
が
止
ま

」ヲな

い
こ
ど
を
願
っ
て
い
る
よ
う
で
す
.

こ
の
神
社
は
千
数
百
年
も
前
に
後
鈷
山
町
頂

上
付
近
の
鷲
ケ
岩
に
一
杷
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
あ
た
リ
は
塩
野
川
町
高
再
現
ど
な
る
い
く
つ
も

の
沢
が
あ
る
所
で
、
壇
田
平
を
う
る
お
す
水
町

神
と
し
て
惜
仲
一
さ
れ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。の

ち
に
村
人
た
ち
が
容
晶
に
参
拝
で
き
る
よ

う
に
と
.
現
在
地
の
塩
野
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
が
璃
い

E
を
必

と
す
境
内
に
は
塩
野
川
町
清
い
水
が
流
れ
、
木

造
の
太
融
機
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

皐
司

精
を
捜
る
と
押
殿
ど
本
取
が
あ
リ
ま
す
.
慢

閣
遺
リ
の
拝
殿
は
寛
保
3
年
〔
1
7

‘3)
に

再
建
さ
れ
た
美
し
い
建
革
で
す
。

拝
般
の
竜
〈
彫
刻
)
は
置
に
な
る
と
骨
神
木

(81 11. 3.7 

中
央
通
り
で

電
線
共
同
溝
事
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
市
民
泊
り

円一

般
川
辺

1
4
3
U
・1
4

1
号
〕
で
、
電
線
新
を
地
中
化
し
、
安
全
で

円
滑
な
交
通
の
随
保
と
録
制
の
戦
闘
を
函
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
恒
線
比
同
掛
川
P
躍
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
輩
は
、
国
の
第

3
則
屯
線
額
地
中

化
5
か
年
計
画

〔平
成
7
年
度
1
同
日
年
度
)

に
基
づ
き
、
長
野
県
が
主
瞳
す
る
も
の
で
、

区
間
は
、
天
神

1
丁
目
交
差
点
か
ら
中
央
2

丁
目
吏
差
点
ま
で
の

4
1
0
m
で
す
。

現
在
、
西
側

(近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
前

1
栄
属
工
芸
陪
前
〉
が
施
工
さ
れ
て
お
り
、

順
次
、
西
側
妓
区
間
と
向
車
側
を

O
E
L、

平
成
日
年
度
内
に
完
成
さ
せ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
す
で
に
尚
側
の
ア
ケ
!
ド
の

掴
去
作
盟
が
帳

rし
、
引
き
続
い
て
、
也
線

共
同
溝

(C

・C
-
B
O
X
H
屯
線
制
を
共

同
で
収
納
す
る
桁
)
白
均
投
エ
引
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

上
回
市
で
は
、

ζ

由
明
主
に
伴
う

「グ
レ
ー

ド
ア
ヲ
プ
取
量
」
と
し
て

#
4を
掛
在
の

3
・



に
上
っ
て
遊
び
ま
わ
る
の
で
、
村
人
が
相
談
し

て
竜
の
吸
を
え
ぐ
リ
取
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い

う
民
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

塩
野
神
社
近
く
の
中
禅
寺
薬
師
堂
〈
重
要
文

化
財
)
を
、
直
木
賞
作
家
の
立
原
正
秋
が
訪
れ

た
の
は
昭
和
叫
年
こ
ろ
で
し
た
。

「
も
の
の
幸
が
こ
っ
も
素
朴

τ健
全
な
か
た

ち
を
見
せ
て
い
る
の
は
、
そ
う
た
く
さ
ん
は
な

い
〈
中
時
三
其
し
さ
が
計
三
献
の
木
造
物
の

な
か
に
こ
も
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
建
物

τあ

る」

ど
随
筆
「
惜
州
塩
田
町
里
」
で
絶
賛
し
て
い

ま
す
。
「
方
三
間
」
ど
は
、
お
堂
町
四
方
に

4H
A
 

本
の
柱
が
あ
リ
桂
ど
柱
の
あ
い
だ
に
三
つ
の
聞

が
あ
る
、
ど
い
う
意
味
で
す
。
中
部
日
本
最
古

の
建
革
で
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
建
て
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
か
勺
、
お
よ
そ
8
0
0
年
の
長
い
歴

史
を
有
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

こ
の
作
家
は
「
信
州
の
韓
倉
、
ど

い
う
呼
び

か
た
が
、
私
は
品
川
き
で
は
な
い
」
ど
も
言
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
真
か
勺
塩
回
の
寺
院
を
愛
す

る
言
葉
な
の
で
し
た
。
(
平
野
勝
重
〉

ー~山門

官主際，、流員 宇民主 際 人 研E貝

I ) 目ロ ( I V/ ¥ ¥ 
IA 11 (lロ1 い， 1 1 
.可。r'-"' ¥11/ 

桜井ミルトン徹さん
秘.課内(圃m 34351

私の上回での1年目が過ぎようとしています。このl年の控務を掘り返っ

てみますと、ふつつかながら、私は多くの場でブラジルの紹介、ブラジル人

の生活、文化等についてお話をさせていただきました。広報でも日本、ブラ

ジルおよび世界について個人の意見を艶っか述べさせていただきました。最

近ではポルトガル踏の広報をも担当するようにもなり、国際空流日と Lての

仕事は順調に進んでいると且代、ます。 しかし、私はわりと実用主義的な人間

ですので、これらの活動を通じてどのような効果がでているのかという不安

をよく感じます固時にはただひたすらやっていればいいのだと思いますが、

限られた期間での活動とすれば何か自に見える成果をも出したくなります。

具体的にいいますと、私の上限での嵩務はほとんど!Jl務的なもので、交流

らしきものは私個人を中心としたものになりがちで、実際、市民同士の交流

の手助けはあまりできていないのではなL、かと不安を感じます。一方的な情

報括情だけの独り相畏を取っているのもむなしく、 2年目の計画としては市

民と在住外国人の継続的な交流の場を設けたく、皆さんの闘極的な多聞を呼

びかけたいと思います。残念ながら、現在の絞掛情勢ではあまり撃やかな制

面も立てられず、生活、お仕事などの時倒的制限も多く、交流の捕も限られ

てしまいますが、草の線レベルでの国際吏流という気持ちで日本人の皆さん

にも酎極的にお隣の外国人とのお付き合いを深めていただきたいと思います。

主統といってもきれいごとばかりではなく、国民性の過L、からくる問題点

も多く、相E理解を深めていくにはかなりの鍔力が必要であることは確かで

す。日本人側が外国人に対する不満に閲しては、ごみの幽1-11等、生活のマ

ナーがなっていないというごく一般的江苦情をよく耳にしますが、地方、外

国人側 (欧米を除いて)は労働力としか見られていないという劣等感とフラ

ストレーンョンを尭散Lょうとして日本人社会から隔離してしまう動きも見

られます。市世所に配属された私としては、仲介の締助者という立場で働き

かけてきましたが、現方の理解、特に外国人制の日頼を得るにはまだ時聞が

かかりそつです。

2年目の計画のーっとして、広綴でのこの 「たより 」 のI~ もできれば皆さ

んからの意見、感想、あるいは苦情に対する軍事え、コメントなどで対応して

いきたいと思います。

また、今年は市制80周年の記念事業として国際フェスティパルも企画され

ていますので、これを利用して在住外国人および日本人市民の参画をもうて

共同剖画を立てるのもおもしろいと思います。民間事業では、近年で最も優

秀なプラグル映画が今年の亙ごろに上回でも上映される ζ とにな勺ています。

題名は 「セントラルスティンョンJ(駅 中央駅)で、ブラジルの輩朴な生

活を諮る感動物語です。外国では既に多くの:買をもらってお り、今年はアメ

リカのゴ ルデJ グロープ買の最盛秀外国映画買を描1!}、ハリウッドのアカ

デミ 宜幌舗でもあります。日本人の皆さんも欝ってご置世くださL、。

よ田市国際交流員

1' ••••••••• 111... ー ー町~- ・ 目白酒 、 aι 昼，温園田園圃圃圃 .

5
m
か
ら
、
自
然
石

(桜
御
影
石
)
と
イ
ン

タ
ロ
ッ
キ
ン
グ
を
世
い
、
政
大
で

4
・
花

m
ま
で
拡
幅
し
、
街
路
灯
、
街
路
樹
、
植
樹

灯
、
車
止
め
(
自
然
石
〉
等
を
整
備
す
る
予

定
と
な
勺
て
い
ま
す
。

地
元
、
中
央
通
り
白
商
庖
・
住
民
の
皆
さ

ん
は
、
こ
の
事
業
に
仲
い
、
「
上
田
市
中
央

通
り
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
し
、
景

観
形
成
に
関
す
る
君
岡
山
統

一
を
図
り
、
調
和

が
と
れ
た
魅
力
と
活
力
白
溢
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
協
定
を

結
び
、
美
し
い
ま
ち
な
み
景
観
白
創
出
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
工
事
に
つ
い
て
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
皆
さ
ん
の
ザ
」
理
解
と
ご
協
力

を
お
蹴
い
申
し
上
げ
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

街
区
保
興
謀
耐

8
5
3

9
6〕

置中央2丁目立差点付近イメ ジ図

71. 3. 1 (9 J 



-・・圃

え。--

つ-
z 
守1

。
耳

• 
学宜保育名 所在地 電話蓄号

太郎の家 中央北3-2-2 24目 6265

とんぐり 上野2005-2 26“ 6809 

卜 y トの，. 中之*519-4 23“ 8686 

パ唱J タの家 上田原740-3 25-0869 

たん la' li 顕肪形1323-13 25-9010 

放課後児童健全育成事業(学童保育)をご利用 ください
4月から小学校に入学する子どもさんの放謀後の生 ・学童保育名撞

活1;1、心配ありませんか〉

「放課後児童健全育成事業J(学童保育〕は、 長間

保護者が仕事等により軍庭にいない小学校畦学年の児

童を対象に専門の指導員が適切な遊びゃ生活の場を与

えて、児童の瞳全育成を図るための事業です。

市では次の5つの学童保育 (児童クラブ)の運営垂

員会に事業を垂託Lています。

学童保育(児童クラブ〉に入会を希望するかたは、

各学童保育へお問L、合わせください。 室

:t 

→ 

。
z 
‘唱

C 

問い合わせ/保育課 (直ゆ5132) 

催し上
回
低
肺
友
の
会

開
催
し
ま
す

健
康
推
進
腺
{
咽
@
8
2
4
4
)

肺
気
胞
、
結
核
、
肺
繊
維
症
、
気

管
支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
肺
の
病
気
白

後
遺
症
で
、
体
内
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な

猷
新
制
取
引
泌
制
約
ペ
ぶ
販
制
可

d

ま
い
、
頭
痛
な
ど
を
感
じ
て
日
常
生

;
 

活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
皆
さ
ん

と
家
族
白
た
め
の
集
い
で
す
。

今
年
血
者
会
と
し
て
並
み
は
じ
め

ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
ご
書
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

3
月
刊
日
附
午
後
l
時

加
分

1
3時

マ
と
こ
ろ

保
健
セ

ン
タ
ー

(市
役
所
荷
庁
舎
2
階
)

マ
内
容

①
講
演
と
実
技

「呼
吸
を

た
す
け
て

1
日
常
生
活
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
簡
単
な
体
操

i
」
(
講
師

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

・
蔀
羽
あ

け
み
さ
ん
)

②
保
健
婦
に
よ
る
健

康
相
談

マ
事
加
料

無
料

市役所代表電話

回目2-4100

鴎25-4100

'" o 
:t お

出
か
げ
く
だ
さ
い

「
母
親
学
飯
瞬
演
会
」
へ

健
康
相
脳
宣

(胴窃
4
1
0
0
・目
1
3
7
8)

健
康
後
進
限
(
回
骨
8
2
4
4)

お
産
に
対
す
る
不
安
を
和
ら
げ
、

安
心
し
て
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み

育
て
て
い
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
が
母
親
芋
級
(
年

間

6
コ
ス
〔
奇
数
月
に
開
催
じ

で
す
。
そ
由

一
環
と
し
て
、
母
親
芋

級
講
演
舎
を
開
催
。
予
約
は
不
要
で

す
白
で
、
直
接
ど
う
ぞ
。

マ
対
車

妊
娠
中
の
か
た

マ
と

き

3
月
お
日
榊
午
後
l
時
加
分

1

3
時
(受
け
付
け
は

1
時

i
)
マ
と

こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

(
市
役
所
南

庁
舎

2
階

)

マ
内
容

購
蹴
「
ゆ
っ

た
り
か
ま
え
て
元
気
で
お
産
」

(講

師
産
婦
人
科
医
師
・

三
浦
秀
輔
さ

ん
)

マ

書
加
料

無
料

マ
持
ち

物

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

乳
房
手
術
経
験
者
の
皆
さ
ん

や
す
ら
曹
の
舎
へ

健
康
推
進
錬
(
胴
窃

8
2
4
4)

や
す
ら
ぎ
の
金
と
し
て
今
年
度
最

挫
の
患
者
会
を
開
催
し
ま
す
。
乳
房

の
手
術
を
経
験
さ
れ
た
か
た
な
ら
ど

な
た
で
も
書
加
で
き
ま
す
。

同
じ
経
験
を
も
っ
仲
間
の
と
こ
ろ

へ
出
か
け
て
き
て
話
し
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

3
月
山
日
制
午
後

1
時

叩
分

1
3時

マ
と
こ
ろ

市
役
所

南
庁
舎

6
階

・
千
曲
白
間
マ
内
容

①
講
演

「手
術
後
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
」
(
講
師
塩
旧
病
院
院
長

・

姻
内
健
さ
ん
)

②
交
流
会
(
質
疑
・

応
答
)
③
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相

談

マ
事
加
料

無
料

寝
た
き
り
老
人
を
さ
さ
え
る

家
族
の
会

健
康
推
進
課
(
問
8
5
1
3
1
)

マ
と
き

3
月
日
日
同
午
後

1
時

1
3時
(受
け
付
け
は

1
時
i
l時

叩

念

マ

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

(市
役
所
南
庁
舎

2
階
)

マ

内
容

講
演

『前
向
き
に
在
宅
介
護
を
続

け
る
た
め
に
』
〔
講
師
い
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
医
師
・
井
益
雄
さ
ん
)

不
動
産
評
価
な
ど
の

無
料
相
陵
会
を
開
催

醐
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
箇
会

(

一

E
0
2
6
1
2
2
5
1
5
2
2
8)

刷
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
の

主
催
に
よ
り
、
不
動
産
静
価
や
不
動

産
に
関
す
る
相
談
合
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

4
月

l
日
榊
午
前
山
時

1
午
後
4
時

マ
と
こ
ろ

上
回
商

工
会
議
所

不
問
品
の
畳
蹄
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
蹄
期
間
は
6

か
月
で
す
。

置マ
学
習
机

守
地
球
世

マ
ド
ッ
ト

カ
ラ
!
プ
リ
ン
タ
ー

マ
テ
ー
ブ
ル

(百
四
四
方
。い
す
2
つ
付
き
)
マ
児

童
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
(黄
色
)
マ
子
ど

も
用
慣
描
り
概

マ
水
柵
(か
め

・
ぎ

り
が
に
闘
宵
悶
)
マ
ル
l
ム
ウ
寸

1

カ
i
マ
闘
も
み
機

マ
サ
ウ
ナ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
蹴
櫛
か
し
器

司マ
掃
除
峻

マ
洗
泌
慣

マ
屯
子
レ

ノシ

マ
屯
虹
こ
ん
ろ

マ
冷
雌
山
地

V
か
ろ
韮
セ
ッ
ト
(都
市
ガ
ス
)
マ

ふ
ろ
用
給
品
器

マ
屯
気
ニ
た
つ

マ

ス
ト
ー
ブ
ガ
ー
ド

マ
男
子
制
服
(1

7
01
1
7
5
m
)
マ
上
回
西
高
校

友
子
制
服

(9
6
3
H
号
)
マ
大
人
間

ヘ
ル
メ
ッ
ト
(
赤
)
マ
チ
ゃ
イ
ル
ド

カ
l
y
l
ト

マ
双
子
胤
ベ
ビ
ー
カ
!

マ
冬
用
マ
マ
コ
l
ト

マ
生
行
時

マ

カ
ラ
オ
ケ

マ
子
と
も

m
一
倫
車

マ

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
板
(大
人

・

小
学
生
問
)
マ
ロ
l
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

(幻
・

5
佃
)
マ
老
人
用
三
輸
摩

守

自
転
車

マ
介
誼
ベ
ッ
ド

マ
介
盟
問

座
ド
す

マ
生
ご
み
処
思
機

マ
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ

マ
仮
り
そ
で
と
笹

川

M
7
轄
理
た
ん
す

マ
屯
干
ピ
ア
ノ

[10] 11.3.1 

マ

2月1日号4-5ぺージに錫厳しました 「上回市民生児童壷貝名湾」の中で、南宮古地区の三
吉美恵子主任児童聾貝の電録番号に限りがありました。r22-3671Jをr2S-3671J
に。たいへんご迷惑をおかけしました。訂正し、おわびします。
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~老人医療受給者
のみなさんへ~

「歪
E
S
4
2
壇
旬
、
混
新
映
像
警

公
開
鴫
麿

・
作
品
発
表
金
へ

新
映
像
盤
実
行
委
員
会
穆
務
局

(一同
窃
2
1
3
0)

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
を
使
っ
た

映
憧
制
作
を
行
う
「
新
映
樟
塾
」
の

講
演
会
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
見
学
会
、
作
品
尭
表
会
の
穂

講
生
を
募
集
し
ま
す

0

・
講
演
会

マ
と
き

3
月
日
日
間
午
後

1
時

1

マ
と
こ
ろ

上
田
市
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

マ
檎
師

脚
ン
フ
カ
社
長
・
長
田
智
行
さ
ん

マ
尊
重
人
員

1
20
名

マ

害
加

無

料

マ

取
し
込
み

3
月
ロ
日

幽
ま
で
に
新
映
融
塾
昨
先
行
委
口
会
事

務
局
へ

0

・
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

見
学
会

マ
と
き

3
月
別
日
間
午
前
日
時

加
分

i
マ
と
こ
ろ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
研
究
セ
ン
タ

〈丸
子
町
生
田
)

マ
事
軍
人
員

別
名

V
書
加
費

無
料

マ
由
申
し
込
み

3
月
ロ
日

幽
ま
で
に
新
映
偉
塾
実
行
蚕
只
会
事

b外来

。.1人当たり老人医療費の推移

務
局
へ
。

圃
作
品
罪
表
会

マ
と
き

3
月
別
日
日
午
後
l
時

1

マ
と
こ
ろ

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー

マ
幕
軍
人
員

刊

名

マ

害
加
費

無

料

マ
申
し
込

み

3
月
ロ
日
幽
ま
で
に
斬
映
融
塾

実
行
委
員
会
事
務
局
へ
。

30 
0創出

.健鹿手帳を援示LまLょう

お医者さんにかかるときは、老人匡串畳給者証、健麿手帳、保険証を必ず提

示Lてください。

憧康手帳を提示Lないでお医者さんにかかっているかたはいませんかフ

健康手帳には、医療機関、車局、老人保盤施設などで医療を受けたとき、医

師や薬剤師などに医療と車剤の記録を記入してもらいます。これは、その珪の

畳診や健麿管理のためのたいせつな情報となりますので、忘れずに提示しましょ

う。

健康手帳を紛失した場合や、記入する欄が無くなった場合は再交付すること

ができます。その際、印鑑と埠険証(身分証明になるもの)をお持ちください。

また、お医者さんは病状や体調などを総合的に判断Lて治揮を Lています。

同じ病気でいくつもの病院に力、かると、治療内容によっては、同じような効果

のある華が二重に投与されたり、いっ Lょに飲んではいけない草を飲んでしまっ

たりするので、かえって楕気を，台りにくくすることもみります。やむをえず2

つ以上の病院に通院するときは、それまでの通院の経過や飲んでいる車をお医

者さんに説明するようにしてください。

・一部負担金が変わります

4月 1日からお匡者さんにかかるときの 部負担金が変わります。

b入院 1日につき 1，200円 [10年度 1，100円]。住民税非課税世帯のか

たは 1か月に35，400円を限度と Lます(申請により入院時 部

負担金限度額適用認定証を交付されたかたのみ)。

1日につき 530円(予定) [10年度 500円lo 1か月に 4固

(2，120円〉を限度と Lて医療機関ごとに宣払います。

入院中の食事代の標準負担額、外来の華剤にかかる一部負担金については、

今までどおりお支払いいただきます。

・ょ田市の1人当たり老人医樺費は66万円

上回甫の平成9年度の老人E樺聾の総額(本人の 部負担金吉む) 1.、

103憶5，600万円で、これを老人医接対象者(平成9年度 15，689人)

1人当たりに換算すると、 66万円となり県平均の59万 2，000円を大幅によ

回っています。この 1人当たり医療費は毎年県平坦より高く、平成9年置は県

下 120市町村中4位と高くなっています。

.医樺費を大切に

匡嘩費はそれぞPれが加入している社会保険、国民健康樺険などの拠出金や園、

県、市町負担金で賄われています。

高齢化の進行に伴い、対象者

(前年比698人増)および医療

費(前年比10惜 8，700万円増〕

は年々増加し、今後もさらに増大

することが予想されます。

日ごろから健庫管理に努めると

ともに、効果的な畳診を心がけて

医樟費をfこいせつに世いま Lょう。

.テレホンガイドうえだ関連情報

固~8888 コ ド恥240、

241) 

.問い合わせ
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4‘ し 開漬時間 入場 問い合わせ
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(主催者の狐含により変更する場合があります)

上田市民会館 園二の丸1-'

上田市文化会館

『道路をまもる月間J推進標語に応募を

建設省では、平成11年度「道路をまもる月間J(毎年8月〉の行事

の 1賓と Lて、推進標語を募集します。富ってこ応募ください。

tテ マ 「道路は国民共有の、つまりあなたの財産〈常に広く 、

美Lく、安全に)J t応募 3月31日制(必着)までに、官製はがき、

または応募はがきに棟語1点、と、氏名、性所、電話番号、性別、年齢

、職業を記入し、道路広報セノタ 平成11年度「道路をまもる月間J
推進標語募集係〔〒102ー0082千代田区一番町10-6一番町野田ピル5階

)へ。 マ発表 入賞者には直接通知し、維製関紙等に掲載。 t質 量

唖秀賞〈建設大臣省) 1点、世秀賞〔建設省道路局長賞) 5点、 マ聞

い合わせ 土木謀(回路 8242)

あ
な
た
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
市
民
と
懇

談
し
、
市
政
へ
の
関
心
を
臨
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
市
政
運
営
の
参
考

に
す
る
た
め
、

『市
長
と
諮
る
日
』

を
行
い
ま
す
。
鰍
談
時
間
は
羽
分
以

内
。
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
訪
問
時

間
と
懇
踏
の
内
容
を
硲
暫
課
号
困
⑫

3
4
3
5)
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
白
日
附
午
前
日
時

l
正
午

マ
と
ニ
ろ

市
長
室

市
町
村
陣
害
者
支
援
事
業

鴎
演
会
を
開
催

よ
園
地
域
身
体
剛
容
者
自
立
&書
支
援
セ
ン
タ
ー

嗣
窃
5
5
2
2
冊
溺
5
5
2
0)

1
1
1
1
1
m
刈
I
l
l
i
-
-
!
t
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1l
l
l

「推
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
」
を
テ

l
マ
に
、

一
人
ひ

と
り
が
で
さ
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な

た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
初
日
出
午
佳

l
時

加
分

1
3時
叩
分

マ
と
こ
ろ

信

州
玉
姫
殿

・
ロ
ワ
l
ル

マ
お
話

見
城
美
佐
子
さ
ん

信
州
青
年
ま
ち
づ
〈
り

シ
ン
ボ
ジ
ュ
l
夢
川
よ
図

生
涯
学
習
楳
(
胴
8
5
1
0
2

「『
ま
ち
づ
く
り
』

つ
て
な
に
9

」

か
ら

「
こ
ん
な
こ
と
し
た
い
/」
ま

で
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
あ
な
た
、

も
う
拍
め
て
い
る
あ
な
た
の
疑
問
に

お
答
え
し
つ
つ
、
「
い
っ
し
ょ
に
考

え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
企
画
で
す
。

N
P
O、
間
報
公
開
、
地
方
分
杭
、

パ

卜

ナ

l
y
ッ
プ
、
ワ

1
ク
ゾ
ヨ
ツ

プ
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
プ
住
宅
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
第

3
セ
ク
タ
ー
、
広
域
迎
合
な
ど
キ

1

ワ
1
1
v
r
点
む
手
J

ヱ
ツ
々
ノ

マ
と
き

3
月
比
日
間
午
前
日
時

別
分

1
午
桂
4
時

マ
と
こ
ろ

別

所
温
泉
相
染
問
ほ
か
マ
構
師

全

国
で
住
民
事
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
て
い
る
キ
l
パ
l
ソ

/
5人

マ
害
加

無
料
(
た
だ
し
、
昼
世
代

の
み
実
質
)
。
書
加
提
刊
な
し
。

マ
申
し
込
み

3
月
は
日
出
国
ま
で
に

生
涯
学
習
課
へ
ど
う
ぞ
。

国
立
畏
野
病
院

心
臓
血
管
外
科
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
立
長
野
病
院

崩
明
暗

1
8
9
0)

マ
と
き

3
月
日
日

ω午
後

3
時

i
5時

マ
と
こ
ろ

国
立
長
野
病

院
地
域
底
療
研
修
セ
ン
タ

3
階
講

堂

マ
内
容

①
基
調
講
演

「
心
臓

外
科
の
尭
展
と
ー
心
臓
移
植
へ
の
道
」

(
東
京
女
子
医
大
日
本
心
臓
血
圧
研

究
所
・
小
柳
仁
さ
ん
)
②
ン
ン
ポ

ジ
ウ
ム

「長
野
県
の
心
臓
血
管
外
科

の
現
況
と
課
題
」

マ

そ
の
他

シ

/
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
陸
、
懇
親
会

(会

費
2
0
0
0円
)
が
あ
り
ま
す
。

上
田
市
青
少
年
問
題

協
議
会
委
員
を
公
募

生
涯
学
習
限
耐
8
5
1
0
3)

背
少
年
の
指

4
、
育
成
、
保
護
等
、

背
歩
年
施
策
に
書
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
上
田
市
青
山
Y
年
問
題
協
議
会

(
委
員
数
部
名
。
任
期

2
年
間

門
今
年
4
月

1
日

i
平
成
同
年

3
月

抗
日
]。

開

俄

日

数

年

間

2
回
を

予
定
)
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

背
タ
年
問
題
協
議
会
と
は
背
少
年

目
指
導
、
育
成
、
保
護
等
に
関
す
る

総
合
的
縄
策
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
調
査
窓
伊
議
し
た
り
、
適
切
な
実
施

を
す
る
た
め
に
関
保
機
関
相
五
の
迎

絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
市
長
お

よ
び
関
係
者
に
対
し
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
機
関
で
す
。

マ
公
募
垂
員
数

2
名

マ

応
募

責
措

上
田
市
民
で
、
背
少
年
問
題

に
知
識
、
関
心
白
あ
る
成
人
者
お
よ

び
地
域
で
宵
少
年
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
成
人
者
(
学
生
を
除
く
)

マ
白
申
し
込
み

履
歴
都
お
よ
び
官
少

年
問
題
に
つ
い
て
の
考
え

・
レ
ポ
ー

ト
専
の
小
論
文

(8
0
0字
程
度
)

を
3
月
5
日
幽
1
3月
初
臼
幽
に
生

涯
学
習
諜
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

[12] 

マ
選
考
・
任
命

出
類
審
査
、
而

接
審
査
を
経
て
、
教
育
委
日
会
へ
諮

り
、
任
命
し
ま
す
。

11. 3. 1 

上
回
市
山
本
欄
紀
念
館

運
営
審
織
会
委
員
に

山
本
鼎
記
念
館
(
胴
窃
2
6
9
3}

マ
応
募
輩
格

上
田
市
民
で
山
本

鼎
記
念
館
白
運
営
に
知
識
と
関
心
が

あ
る
成
人
者
(
学
生
は
除
く
)

マ

応
募

履
歴
瞥
(
市
販
)
お
よ
び
山

本
鼎
記
念
館
の
連
世
に
つ
い
て
由
考

え
方
を
原
稿
用
紙
2
枚

(
8
0
0
宇

程
度
)
に
ま
と
め
、
山
本
鼎
記
念
館

へ
3
月
初
日
出
ま
で
に
提
出
し
て
く

人
数

l
名

お
よ
び
面
接

だ
さ
い
。

V
公
裏

マ
選
考
方
法

書
類

上
田
市
高
齢
者

楽
し
〈
学
ぼ
う
〆

高
齢
者
循
祉
セ
ン
タ
ー

マ
応
募
責
措

市

以
上
田
か
た
(
年
且

る
か
た
も
含
む
)

3
月
日
日
開
1
4月

に
速
し
し
だ
い
締
め

年
は
、

3
月
下
旬
に

し
た
)

マ

と
こ
弓

セ
ン
タ
ー

マ
回叫

(入
学
式

・
卒
業
守

2
団
)

マ
願
書
仇

者
福
祉
セ
ン
タ
、

金
、
他
康
推
進
謀
、

民
館

学
園
で

(EY--9)
 

内
に
住
む
閃
歳

内
に
関
践
に
な

マ
幕
聾
期
間

凶
日
開

〔定
員

切
り
ま
す
。
昨

定
n
H
を
越
え
ま

日
齢
者
福
祉

も

年
間
凶
日

も
古
み
月

1
5

り
扱
い

日
齢

社
会
稲
祉
協
議

各
支
所
、
各
公



一報告霊童館美術教室受講生募集
t""し込み 3月20包凶~同288(闘に畳揖料

を添えて山本鼎記意簡 唖002693)へ。

þその他 初~、者には道具をお世話L ます.

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
・

参
加
団
体
募
集

い
ま
す
。

マ
由
申
し
込
み

3
月
末
ま
で
に
生
涯

学
習
諜
へ
ど
う
ぞ
。

生
涯
学
習
限

繭

8
5
1
0
3
v

5
月
5
日

(
こ
ど
も
の
日
)
に
上

聞
城
跡
公
閣

一
帯
で

「節
却
問
う
え

だ
こ
ど
も
ま
つ
り
」
を
附
催
し
ま
す
。

さ
ら
に

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
、
実
行
番
目
と
し
て
、

そ
白
企
画

・
連
首
に
括
附
し
て
い
た

だ
け
る
か
た
を
募
聾
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
書
加
で
き
る
備
し
物
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
団
体
も
併
せ
て
募
集
し
て

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で

妓
能
開
発
の
訓
練
を

よ
小
高
信

'm築
制
鱒
綬
細
部
E
6
6
6)

働
き
な
が
ら
技
能
を
習
得
で
き
る

技
能
開
発
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

マ
事
軍
専
門
職
種
木
造
辿
築
科
、

建
築
設
計
科
、
左
官
タ
イ
ル
科
、
建

築
桓
金
科
、
造
園
科
、
配
官
科

マ

定

員

各

科
と
も
先
清
お
名

マ
締

め
切
り

3
月
日
日
開

上国高画大学

十轟章太郎先生追悼嫡土映会
『サイポーグ009 超臨河缶説J(1980年・ 130骨)

マとき 3月218(8)午後 1時3日分~ マところ 〆デイアラ

ンドUEDAマルチメディアホールマ定員 先着200名

E上時開画上蛤
「フランダースの犬J(1997年・ 103骨)

マとき 3月228四午後 1時30分~、 3時30分~の2値上覗

vところ メディ アランドUEDAマルチメディアホ ル

マE員各田先婚200名

映画上映会無料

. ，ヨ.，込ゐ"、 竃絹またI~FAXで『メディアラー， ド UEOAJfでとうそ.
爾映置とら rL図嵐画文学春休ゐ禽醤信ミナーImJの受揖書"ご・llJ山たた

"ま@ん.r・2イポーグ009 越銀河伝雌J(<1.， r ..ta.iIi大学符割セミナ J 
の"'''省"ご....いただけま"ん.

ぷテイ;;)F3EZ114Z野訂タ
EE Eョ1'1曹百;00 脚-l......・..冒 http://www.umic.u回 a.na世間 lPノ

原宮窟1{ffJ{]j](fffでお届けします/地域振興券は

実物".盗15~・ このステッヵ
ーを脳ってめる市内のお庖で勉

縫樋'"与が，.えます.

999999 
地域振興券毒千円

999999 

ステ γカ -
v 

aFE18 
.・選句会・a・<'it!i..tlli 

実物俗、総16mm、備1ωmm(1万門れとtll1!!1じ犬舎さです).

額面1.000内の"が20佼締リに信っています.
倫理防止のために券の~"に..・の透かしが入っています
お庖て買旬訟と4をする畷に ミν，，，から切り調慢して6，.い〈ださい，

ぉ~1 .000 

市岡上

wu
・品
"

企
地域振興券

• 

世閉開始日 1~3 月 16 目 。 E連記録郵慣でお届けします。

お畳け取りの開には、印鑑が必要となります。

僅える期聞は. 9月15日までの6か月間です.

・池措置興券吏付事業推進務務局四ゆ5245

11. 3. 1 [13] 



「ー塘義明、駒町調融
.多量慣務と I~

金銭の借入やクレジァト制周による買い物等の債務が本

人の返済能力を岨えてLまL¥その債輯品買のためにさら

に借金をLてい〈ことです.

.多量慣務に陥ってLまったら

1>慣績の聾理方議 ①任重量理 本人が責L手と話し合

う ③圃停提判所の圃停壷員会のあつぜんによ り、当事

者の合意を且立させる. ③自己唖亙裁判所のE督下で

財置を担分Lて負債量翠をする方法で、債務者が@し立て

て行う.ただし、岨産宣告を畳けても免責されないと債務

一-・・.. . . . . . . . . . . . 
①弁護士会弁護士の相

上園高工会、上回市社

っています〉 哩瑚日

クレジッ卜の利用者、

b違憲 紹介屋や買担

丸、こと。

理すること。 @返す

I~なくならな弘、 1>帽殴繊同

政I~原則と L て有料(生活理鳴謀、
会福祉協損金では無料法律相肢を行

本クレジットカウンセリング也会

通請の軍思がある省町み.無料.

厘などの憎金量理置に I~かかわらな
.多量慣務に陥らないために

①借金I~量小限に. ③借金1;;官
見込みのない借金は Lない.

.問い合わせ 生活理境標<IIIDl}51 20) 

お知らせ

者
が
視
覚
に
つ
い
て
身
体
陣
容
者
手

幌
町

1
組
ま
た
は

2
級
の
認
定
を
畳

け
て
い
る
②
契
約
電
気
容
量
が
刊

ア
ン
ペ
ア
以
下

-
人
工
遭
析
の
通
院
費
補
助

(平
成

日
年
度
確
期
分
)

人
工
遭
折
の
た
め
由
通
院
費
用
の

科
学
の
研
究
・
猪
明
の

-
簡
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
量

{ま
の
要
件
に
す
べ
て
肱

当
す
る
か
た
}

①

市
内
に
お
住
ま

い
で
、
腎
臆
僧
能
障
害
に
つ
い
て
身

体
障
響
者
手
帳
の

1
級
白
蛇
定
を
畳

け
て
い
る
②
片
道

2
回
以
上
の
距

障
を
通
院
し
て
い
る
マ
補
助
申
摘

申
請
さ
れ
る
か
た
に
は
、
必
弾
噛

頼
を
お
複
し
し
ま
す
の
で
、
3
月
四

日
出
固
ま
で
に
福
祉
思
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
も
で
き
ま
す
。

-
住
宅
改
良
の
補
助

(平
成
H
年
度

工
事
升
)

-
級

・

2
a・
3
級
町
、
視
覚
ま

た
は
肢
体
不
自
由
白
身
体
障
害
者

(
回
歳
未
満
に
限
る
〉
白
か
た
が
日

常
生
活
白
向
上
田
た
め
、
住
宅
白
改

良
を
す
る
場
合
に
補
助
が
畳
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
工
事
費
朋
見
積
書
と
改
造

部
分
目
見
取
り
図

(改
良
前
と
改
良

撞
)
を
持
書
し
、
福
祉
螺
に
ご
相
鮫

く
だ
さ
い
.

マ
補
助
金
額

(平
成
叩
年
度
の
埴

合
}

工

唱
曲
目
叩
万
円
ま
で
全
額

マ
モ
の
他

斬
築
や
改
築
は
対
車
と

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
制
限
が

に
院
同
院
怖
い
陪

商
工
眼

前
8
5
3
9
5}

科
学
の
研
究

・
殆
明
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
静
さ
ん
、
助
成
制
度
を
ご

存
じ
で
す
か
9

財
閥
法
人
長
野
県
科
学
掛
興
会
で

は
、
県
内
で
自
然
科
学
の
研
究

・
発

明
に
取
り
組
ん
で
い
る
倒
人
間
体

〈大
学

・
研
究
所

・
試
験
場
等
の
研

究
者
を
除
く
)
白
研
究
貨
を
助
院
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
商
工
観
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
自
申
込
期
間

4
月
1
日
附
1
同
初

日
幽身

体
障
害
者
の
皆
書
ん

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

繍
祉
個
鴎

(胴
盟
唖

5
3
3
0}

・
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
電
量
料
の

補
助

{平
成
叩
年
度
分
)

大
気
の
取
り
倣
い
が
困
難
伝
視
覚

障
持
者
の
た
め
に
、
電
気
料
の
基
本

料
を
補
助
し
ま
す
。

マ
対
車

(ま
の
要
件
に
す
べ
て
政
当

す
る
か
た
)

①

市
内
に
お
住
ま
い

で
、
生
計
中
心
者
ま
た
は
そ
の
配
偶

あ
り
、

一
定
自
基
串
を
超
え
る
場
合

ゃ
、
補
助
決
定
前
の
事
前
着
工
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

-
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情

報

胴
窃
8
8
8
8
7ド
出

4
3

A-3 防
問
、
電
置
に
よ
る

d

図
書
鶴
入
の
勧
園
田
に
違
憲
〆

人
権
問
和
対
簸
鱒

A
m
85
3
9
3v

晶
近
、
県
外
国
業
者
が
肪
問
や
電

略
に
よ
り
、
闘
瞥
晴
人
の
勧
誘
を
し

て
い
ま
す
。
か
な
り
高
額
な
周
密
で

す
の
で
、
慎
重
に
対
応
し
、
購
入
す

る
意
思
の
な
い
場
合
は
、
明
植
に
そ

白
こ
と
を
盟
者
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

-
県
桜
滞
納
処
分
に
よ
る

曜
川
崎
ほ
戸

』

上
小
地
方
富
書
房
磁
務
風

(園高官
7
1
1
8)

マ
と
き

3
月
山
日
幽
午
前
川
時

か
ら

マ
と
こ
ろ

上
回
合
同
庁
舎

l
階
l
o
l会
議
室

マ
方
法

鰻

'F入
札

マ
本
数

数
本

マ
入
札

書
加
者

印
鑑
持
書
の
う
え
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い

〔代
理
人
目
場
合

は
、
本
人
口
市
白
委
任
状
と
代
理
人

の
印
鑑
が
必
聾
で
す
).

電
話
加
入
岨
帽
を
公
売

特
盟
書
は
ど
う
ぞ
/

i
 
収
税
個
師

串
幽
明

5
1
1
7》

市
税
事
由
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

眠
加
入
備
の
公
売
を
次
の
と
お
り
行

[H) 

い
ま
す
。
斬
居
を
構
え
る
予
定
白
か

た
、
あ
る
い
は
F
A
X

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

・
パ
ノ

コ
ノ
通
信
等
由
利
用

で
も
う
一
回
線
欲
し
い
か
た
な
ど
、

通
常
よ
り
安
く
電
話
加
入
橘
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

d

書

加

だ

、

。

11. 3. 1 

』

去

、

L

V
と
き

3
月
刊
日
附
午
前
9
時

制
分
か
ら

マ
と

こ

ろ

市
役
所
南

庁
舎
5
附
第
三

・
閉
会
疎
開
質

マ
そ

の
他

詳
し
〈
は
「
広
報
う
え
だ
」

2
月
刊
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈

市
税
等
は

年
度
内
に
納
付
を
/

自
明
制
悦
畑
眠

串
叫
明

5
1
1
7-

平
成
川
年
度
の
市
説
得
に
納
め
忘

れ
な
ど
で
未
納
と
な
勺
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
3
月
中
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

滞
納
し
た
ま
ま
で
い
ま
す
と
、
不

動
産
や
電
話
加
入
椴
等
の
差
し
押
さ

え
な
ど
、
滞
納
処
分
を
畳
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
ぐ
に
納
め
ら
れ
な
い
事

情
が
あ
る
か
た
は
、
納
税
の
相
践
に

応
じ
ま
す
白
で
、
日
午
急
に
岨
且
蝶
ま

で
ご
迎
帖
く
だ
さ
い
。

『税

金

が

住
み
よ
い
社
会
を

つ
く
り
だ
す
』
{
市
内
中
学
生
納
税

標
語
か
ら
}

マ
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情

報

m
8
8
8
8
8
コ

ド

出

2
7

nu 



• 

軽
自
動
車
専
の
廃
車
山
下

名
畠
眉
由
民
置
の
手
続
き
陪
苗
阜
晶
に

税
務
限
会
胴
毘

H
E
-
-
5)

軽
自
動
車
等
〔
原
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
お
よ
び
二
輪
、
四
輪
の
軽
自

動
車
)
を
世
田
車
ま
た
は
間
置
し
た
と

き
は
、

4
月

1
日
備
ま
で
に
次
回
掛

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

3
月
下
旬
は
軍
口
が
た
い
へ
ん
混

雑
し
ま
す
白
で
、
お
早
目
に
手
続
き

を
済
ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

村

山

せ

つ

k
資

自

制

…

介

滞

た

み

江

組

戸

河

酒

井

高

夫

常

勿

町

叩

今

井

開

雄

械

北

田

口

滝

沢

戊

耐

歓

利

引

若

体

安

子

山

中

野

田

西
入

α見
千

州

町

制

・

百

瀬

か

つ

み

価

問

問

寺

井

鋼

太

郎

下

鹿

山

門

初

潮

間

武

雌

川

辺

町

田

笠

井

一
mm
剥
r
A抽
岬

町

師

中

沢

伝

か

子

敏

和

柑

仰

に

シ

ズ

ヱ

下

之

条

担

市

川

厳

闘

制

…

市

は

つ

江

織

が

丘

比

肘

-
M綱
閥

予

新

臨

時

久

保

閉

ま

さ

え

伊

幽

野

山

門

久

保

凶

み

つ

よ

仁

古

問

自

主
百
川
郷
市
郎

Mm良
隠

剖

池

岡

芳

-

政

防

形

同

提

谷

川

良

子

緑

が

丘

北

苅

浮

谷

シ

ゲ

ミ

吉

郎

田

園

口

峨

鎗

丸

緬

町

田

片

岡

平

古

小

牧

師

小

鮒

符

助

学

梅

市

問

回

大

滝

清

次

続

凶

沼

曲
家
信
"
慶

一
上
級
協
川
町
“
日
緬
附
鴛
庫
地
刷
新
町
別

e
w
T体

勉

総

門

日

大

森

擁

彦

下

之

梅

田

長
崎
錫
完
了
千
幽
町
酎
池
聞
凶
曙

-
特

太

仲

町

回

予

雄

八

百

治

下

本

郷

師

奥

山

陽

宣

下

級

制

備

抱

卵

郎

常

入

河

荒

井

県

上

川

附

柳

町

田

W

図

鑑

晴

み

さ

袋

小

取

引

持

政

縄

復

良

印

刷

師

飯

島

俊

子

微

細

鴨

川

首

入

潔

上

川

原

柳

町

田

佐

々

木

さ

み

よ

お

問

削

前

凶

ゆ

8
子

大

川

柳

例

中

村

容

捌

鱒

伺

則

e

武

井

さ

ち

子

築

地

品

宮

川

正

人

染

鼠

帥

小

怖

か

っ

子

商

野

竹

町

大

仲

介

機

失

神

畑

師

西

原

正

予

掠

紡

郎

副

e

小

宮

山

ケ

サ

ノ

峻

花

帥

・

健

闘

善

明

後

um

河

小

体

舗
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福
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お
祈
り
し
ま
す

〔1
月
届
け
也
分
・
敬
称
略
)

困
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
陣

説
務
課
、
肺
世
田
・
川
西

・
豊
殿
町

各
支
所
一
へ
。
廃
車
の
場
合
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
、
名
義
変

更
の
場
合
は
遺
誼
証
明
書
と
印
鑑
を

持

書
し
て
く
だ
さ
い
。

-
ニ
輸

固
輸
の
軽
自
動
車

(車

検

議@娘踊場銭動 -3月1日から同7日まで~

が
必
要
な
も
の
}

長
野
県
自
家
用
自
動
車
協
会
上
小

支
部
(
胴
窃
1
8
7
5)
へ
ど
う
ぞ
。

軽
自
動
車
税
は
、

4
月

1
日
現
在

で
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
か

た
に
対
し
て

1
年
分
が
課
税
に
な
り

ま
す
。

たき火を特に、

『火の用心 7つのポイン卜』
1 .の家わりに鍋えやすいものを置か怠い.

2 寝たばこや、たぼこの俊げ槍てをし.い.

3 てんからを燭げるとtri.その婦を隠れ.い.

. .の磁いとき" たき火をし怠い.

5 子どもに" マ，テやライターで選Itぜ寄与い.

6 電気糧具"正し〈使い たニ足配線"し包い.

7 ストーブに階、渇えやすいものを近づけ認い.l問L合わせ
消防本部予防繰(直田!j0029)

‘ ... 
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• 古
市

! I I市民総合窓口」を開設します/

•• 一Eu--楢
陣
織
串
a
1
0

0
冊
唖
6
1
1
1
M

I月間必から4月281ftlまでの平日峨了時計|
~3月pfl白骨・i'l'l目{自も闘設(午前8時!IIl分から午後5時[1'1分まで1:1 目

転入や転出等の異動の際、市での手続きをはじ

めと Lて、電気ガス等 さまざまな手続きが必要

となるため、異動力ぜ集中する3月23日ωから 4月

2日掛まで、 これらの手続きが同一フロアーで総

合的に行える「市民総合軍口jを開設し ます。幸

加する公益企輩、手続内容および実施期間等は下

褒のとおりです。引っ越し等を予定されている市

民の皆さん、企輩の手続きと市町手続きが同一7

07ーで行えるこの機会を、ご利用ください。

3月から 4月にかけ市民i阜の窓口がたいへん混

み合いますので、土曜 ・日曜 ・祝日も、住民瞬、

.市民課の窓口

印鑑畳録証明書等の尭行が畳けられる 『自動交付

機J(午前7時から午後7時まで) [市役所(正面

玄関東側)、上田創造館(正面主関内〕、しなの鉄

道上田駅 (待合室フレンド内)1こ設置Iをご利用

ください。交付機を利用する場合は市民カ ドが

必要となります。カー ドへの切替等をすませてお

くとたいへん唖利です。

また、本人の戸籍の謄 ・抄本や本人またはその

かたと同ーの世帯のかたの住民軍を郵送で畳けた

い場合1;1，市内の郵世局に交付@情曹が備えてあ

リますので、ご利用くださいa

螺 目町 名 手続内容 待;I!するもの 実li渇所 実施剣聞と時間

3月23日聞から4月2日l創

異動届 出金属・死亡届・ 鱈鋪届等 印鑑、預金通帳、 までの平日

?有 民 保
の受理、印鑑登録、外国人登録、住 国民健康保険医

市民課窓口
午前s時30分から午後7時まで

民葉 ・戸緩謄妙本の交付等、国民俗 {加入している場合L 3月27日出・3月28日旧1
康保険医の交付 印鑑霊錫E等 午前8碕3刷'から

」 ー
午積5崎15分まで

-担当課による出張窓口

S思 所 名 手続内容 持書するもの 実縄場所 実篤期間と時間

国保年金 観 園長年金に関する伝入・伝出の手続
印鑑年金手順 3月23日出から 4月2回世

(基礎年金番号) までの平日

循 祉 謀 児重手当の申醗・消越に関する手続 印鑑 市民襲窓口 午前日時30分から

午後 7時まで

挙後敏宵 腺 学校の指定に関する手続 印鑑
3月17日仕ト 3月28日，.，

説 務 際
所得征明・税額征'A 資産鉦明

印鑑 説務課窓口 午前8時30分から
Z平価庇明 ・公謀!<'A 午後5時15分まで

水道の使用開始 ・閉栓に閲する手龍
銀行印預金通帳

氷 道 局
口座鍾寄手続、水道料金の徴収

使用開始の渇合 水道局窓口

手数料印刷ヨl ・ 公益企業 による対応 (50音 順 ・敬称略)

里E
;i 
町

桐
淑
ω
u
'
a

・0

・2d

企 • 名 手続内容 持脅するもの 実纏楊所 実篤期間と時間

ガスの開栓閉栓廟し込み、
ガス使用料のお知ら

上回ガス 欄 ぜ襲、銀行印、預金
口座復笹手続

通領

よ図 郵 便 局 阪入居.転居届 印鑑

N H K ~星野 住所変更、衛星放送申し込み、 領収1iE.眠行印、 3月23日出から3月31日刷
!I! 送 局 口座緩嘗手続 預金通帳 市民ホール までの平日

電気使用の聞始 ・廃止醸し込み.
電気ご使用盆のお知 午前9時から午後4碕まで

中部 憶 力 醐 らぜ葉、銀行印
口座鍍嘗手続

預金通帳

B本賃借電信 .，蓄の移転 復活.休止申し込み‘
銀行印、積金通帳、
免鈴証等本人を確露

脚 口座複.手続
できるもの

-お問い合せ市民蝶 ⑩ 耳[j)5334)
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